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日本産タマムシ科概説 (18)
黒 沢 良 彦

10. T. pSeudoscurobiculata OBENBERGER, 1940
クロチビタマムシ 分布 : 日本 (本州, 九州) , 中
国。体長2.4 mm内外, 黒色, わずかに店金色の光
沢があり, 翅学掾Aには組大な点刻を一面に散布する。
一般に全く毛斑を欠くが, 九州産は翅華揩ﾉごく不明
l瞭な, 暗い銀白色短毛からなる 1一状の斑紋を現し,
これを f. shi rozui Y. KUROSAWA, 1959 と云う。
この型はi[[i極として記i較したものであるが, 私の検
した中国湖南'ti新化県産の1 頭もこれに似た傾向を
示しており, 九州産の,IE種とするよりは, むしろ型
とした方がよいであろう。 原産地は東京部高尾山で
あるが, 私は青森県八戸市, 山形県米沢市:カー泉町,
福島県会津若松市吹欠山, 編岡県浮羽部吉井町, 福
岡市立花山, 鹿児島県佐多出中産の各1 頭を検した。
九州産の3頭はいずれも shi rozu1 型である。中部
地方から中国, 四国地方にかけての標本を検してい
ないので,   原型と sh i rozut との関係がはっきり
しないが, ここでは一応後者を型として取扱ってお
く。 極めて稀な極類でいっも1 頭を偶然に見出すだ
けで, 数頭が同時に採れた例を知らない。加害 物
も全く未知である。 本種は系統的には日本産の他の
同属の種類とは全く異なり, ョー ロツパ産 scurobi-
culata KIEsENwETTER, 1857 などに近い。  この種
類はシソ科のハッカ属の 物の潜葉虫である。 これ

第26 図 a . ク ロチ ビタマ ムシ Trachys pseudo-
SCu rObi Cul at a OBENBERGER b. ス ミ レチビ タ

マ ムシ T. υte lae Y. KUROSAWA c.  ョシダ
チビ タマムシ 7、. yos11idat' Y. KUROSAWA
(黒沢,  1959)
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から推定すると, 本種もあるいはシソ科の草本を食
べるのではないかとも考えられる。 私の採集経験も,
林中の陽の当る草地の地表をはっていたり, 山頂の
地で休んでいる時に是にはい上って来たものなど
で, 余り活動性がなく , どこにでもある 物に加害
するものでもなく , 特別な革本 物につくのではな
いかと推定できる。

11. 「. 「eZt f en OBENBERGER, 1930 マ メ チ ビ

タ マ ム シ 分布 : 日本 (北海道, 本州 , 四国, 九州,
対馬), 朝鮮, 中国。体長 2.4~3.0 mm, 暗い111金
色, ll室i華?iの毛は暗褐色, 銀白色と?1色の毛からなる
毛斑がある。 体はやや ｮ1平でヒラタチビタマ �シ
Habro1oma のものに似た形をしている。 複限の内
側も隆線状に突出する。 加害価物は主としてヤブマ
メであるが時にタンキリマメ,  クズ, 大 r:2.などにつ
く こともある。 北海道南部から九州に至る地域に広
く分布し, 積llな種類ではない。私は1959年に本極に
当る記It �ｪ見当らないので,  ヤプマメの属名をとっ
て falcatae と云う新名を与えた。 しかし, 当時す
でに中国産の標本を検していたので, 大陸から記載
された種類ではないかと危ll要していたが, OBENBER-
GERのコレクション中にある, 棚鮮のCemulp0 (レ
南浦) から記1成された T retttert OBENBERGER,
1930   ライテルチビタマムシの模式標本が本極に当
ることを確めたo OBENBERGERのコレクションの中
には他に上海, 福建省 Kuatung (官 ?) 産の標
本があったが, 私も山東省青島,   朝鮮ソウル (京
城), f,山などの標本を持っている。 なお, 台湾
から記載された 「. faiωane%szs OBENBERGER,
1929 タカサゴチビタマムシの模式標本も本種によ
く似ており, あるいは同種であるかも知れない。

12. T robusta E. SAuNDERs, l873 サ シケ' チ
ビタマムシ 分布 : 日本 (本州, 四国, 九州, 伊豆
諸島)。  体長 3.6~4.6mm, 大型で面i強, 前?of背
の側縁はほぽ一直線を呈し前方に狭まる。 上翅の毛
斑は金褐色と銀白色とからなり, 地色は唐金色を帶
びる。 スダジイが唯一の加害植物で, 他のブナ科植
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a b
第 27 図 a. マ メ チ ビタマムシ 「 c ' yS 「et tfe「 i

OBENBERGER b. マル力'タチビタマムシ T「a-
chys ined ita E. SAuNDERS (lit沢, 19-09)

物にはつかない。 この点オキナワジイのみにつく ォ
オダンダラチビタマムシ T di laticePs GEBHARDT
によく似ている。 その分布も九州の西岸と南岸, 四
国の太平洋岸, 和歌山県から伊豆諸島, 房総半島に
至る太平洋の地方に限られていて, 大体においてス
ダジイの分布に一致している。 伊豆諾島では新島,
利島, 神津島, 大島など北部の諾島に産するが, そ
れ以南の諾島からは記録がない。 また,  日本海イri岸
地方の分布北限は福并県高浜町青葉山である。 とに
かく, 本種の分布もォォダンダラチビタマムシと同
様に黒潮と密接な関係があることは確実である。 模
式標本は LEWIS の第1 回の採集品で, 産地は原記
i成には Japan とあるだけであるが,  ラベルにはは
っきり  Nagasaki  と明記してある。樹度下で越冬
することが多く , スダジイの近くにあるヶヤキの樹
度下によく発見される。 以前は京浜地方の市Ill地で
もよく見かけたが, 最近ではほとんど見られない。

13.  T. saundersi LEWIS, l892 ソー ンダース'
チビタマムシ 分布 : 日本 (本州, 四国), 中国,
台湾。体長3.3~4.4 mm,  頭 部は商金色ないし

真 l色, 軸は'fl色, わずかに青紫色を,f:びること
がある。 毛i費Eはほとんど銀白色毛からなるが, 時に
会合部に金tel色毛を少々 混ぜることがある。 幼虫は
ウッギ, マルバウッギなどュキノシタ科のDeutZta
属の械物につく。 本州中部に普通な極類で, 北限は
福島県などの東北地方南部, 西は四国の瀬戸内側や
中国地方で,  どの地方でも少ない種類ではない。  し
かし, 不思識なことに, 九州産の標本は一度も見た
ことがない。 私はかって (1959) T. 0bscurti)enntS
OBENBERGER, 1923 ウスグロチビタマムシを, その

記i成のみから本極のシノニムにしたが, その模式標
本 (京都産) を検した所, 本種ではなく, THERYの
1g27年の扱いの方が正しく , T m t n u t a salicis
LEWIS, 1892  ヤナギチビタマムシであった。原産
地は原記,成に “Main island. Si x teen examples
ta ke n at various places on the Nakasendo ” と
ある通り中仙道沿いの数個所であるが, 大英博物館
に現存する標本は Japan と云うラベルのついた模

式標本1 頭だけである。  私の手許には小笠原母島
(15. viii. 1930) と云うラベルのついた標本が3頭
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あるが, 小笠原諾島には本種の食 となるウッギ属
の植物はおろかュキノシタ科の植物も全くないので,
これは何等かの誤りか,  日本本土から持ち込まれた
植物についていたものと考えてよいだろう。 従って
J、笠原に土着しているとは考え難く, その後の記録
もない。 今年6 ~ 7 月の私の調査でも発見できなか
った。台湾 (恒春) から記載された T・ martola
OBENBERGER, 1929 マリオルチビタマムシと中国の
Kiulungから記載された T. oPsigona OBENBERGER,
l 937, Li1ong から記'破された T. υimmen OBEN-
BERGER, 1930, 雲南から記載された T. j akOt11eυi
OBENBERGER, 1929 および香港から記i?された T .

sororcu la OBENBERGER, l929 は共に本種のシノニ

ムと見做してよいであろう。 また雲南から記 され
た T yunnana OBENBERGER, 1929 も2頭ある模
式標本のうち1 頭は本極と同一種であるが他は斑紋
が多少異なり, 別種と考えられる。 OBENBERGERの
記1破 した種類は模式標本にただ単に Typeと云う赤
いラベルがっいているだけで, この様な場合どちら
を完模式標本とするか, 後から指定する必要がある。
中国では揚子江以南の山地に広く分布するらしく ,
私は江西省, 福建省, 広束省など各地産の標本をか
なり検した。

14. T. semenotli OBENBERGER, l 929 キタ ド

ウイロチビタマムシ 分布 : 日本 (北海道, 本州),
朝鮮, シベリア束部, 満洲, 中国。 体長 3. 0 ~ 4.2
m m , T. cuprico1or E. SAuNDERs, 1873 ドウイ

ロチビタマムシによく似ていて, 以前は同一極と考
えていたが, 翅報が強く紫色を l:びていて 端部の

み銅色, 1,_i部の張り出しが強く, 後方に強く狭まる
などの点で異なる。 加害 物はハルニレであるが,
大陸では何に加害するか知られていない。 北海道か
ら中部山地にかけて分布し, 私の知る分布の南限は
長野県軽井沢, 関束山地から西の地方ではドウイロ
チビタマムシの分布域になるが, 両者の分布境界が
どうなっているのか興味がある。 原産地は中国漸江
省の寧波であるが, 私は南京と杭州産の数頭の標本
を検した。  バイカルから記破された T. Peci r kai
OBENBERGER,  1925は本種と同一である。 またァム

ールから記載された T amu r ic01a OBENBERGER
は- ｴ華墲ﾌ白 ;fの様子が多少異なるが , 本種の異常
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第28 図 a . -スス ビ トハキチ ビタマ ムシ Trach:ys
tokyoensis OBENBERGER b. アカ力'ネチビタ
、 ム シ T tSuShtmae OBENBERGER C. コ

ウゾチビ タマムシ T. s p. (lf、、沢,  1959)
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な個体と見做してよいであろう。
15.  T tokyoensls OBENBERGER, 1940 ヌスビ

トハギチ ビタマムシ 分布 : 日本 (本州, 四国, 九
州)。体長 2. 3 ~ 3.1 m m , T reit ter i OBENBER-
GERマメチビタマムシに似ているが, やや頭強で,
体は扁平ではなく , 体色は真館l色, 時に剛鉄様の青
紫色の光沢があるものがある。 翅報の毛斑は淡黄金
色毛と銀白色毛とからなり, 褐色毛を混ぜない。 小
型のものでは一様に淡黄色毛で覆われ白帶が不明瞭
になる。加害植物はヌスビトハギであるが, 他の同
属の値物にもつく可能性はある。 東北地方南部から
四国, 九州の全域にかけて分布するが, それ程多い
種類ではない。 大陸では中国からインドシナ半島に
かけてよく似た種類が幾つか記,l  されているが , 
しい比較が出来ないので, 分布から除いた。 チビタ
マムシ類としては珍らしく , 陽の余り当らない林の
下草などについていることが多い。 原産地はその名
の如く束京である。  l959年に私は本種の極名に T.
japOmca OBENBERGER, l923 を当て,  北隆館の原
色昆虫大図鑑でもこの名を使ったが, これは誤りで
j apomca の模式標本は T tsushimae OBENBER-

GER, l922 アカガネチビタマムシ, 即ち, 私が T.
inedi ta としていた種類と全く同一で,  本種ではな
かった。

16. T tonngoi Y. KUROSAWA, 1951 ズミチ

ビタ マムシ 分布 : 日本 (本州, 四国, 九州)。 体
長 3. 6 m m 内外, T au rtco,1us E. SAUNDERs ク

ズノチビタマムシによく似ているが, 波一型で, 顔面

の刳れが強く , 翅報i i部の凹み
も強い。 前 背の金毛はまばら
で時に全く欠き, 地色は紫を帯
びる。加害11直物はズミ,  クサポ
ケなどであるが,  リンゴ, マル
メロ, ナシなどの果樹の薬に加
害することもある。 また西日本
ではザイ フ リポクにつ く と 云

う。 この他にもまだ加害植物が

0 あるかも知れないが, 常にバラ 第 29 図 ズ ミ チビ

科植物に限られ, マメ科 物に タマムシ Trachys
つくクズノチビタマムシとは明 to r ingoi Y. K uRo-

らかに異なる。 白畑孝太郎氏が sAwA (黒沢, 1959)
山形県北村山郡小田島村 (現在の東根市) でクサポ
ケから採集した多数の標本と私が福島県会津若松市
吹矢山, 青木山(奴田山), 背炙山などでズミから得
た標本に基いて1951年に記i破 した種類で, 種名はズ
ミの異名Malus tonngoによるものである。

17. T tsushimae OBENBERGER, 1922 アカガ

ネチ ビタマムシ 分布 : 日本 (本州, 四国, 九州,
対馬), 中国。 体長 3. 0mm内外, 店金色で個体に
よって明暗があり, 時に銅色を帶びる。 この点では
和名の「アカガネ」は不適当で, むしろ「カラカネ」
とした方が適当であるが, ここでは従来の呼称に従
った。 翅 は一面金褐色ないし金色の毛に覆われ,
その中に銀白毛からなる斑紋がある。 特に後方2 帯

No 35 (Oct. 1976)
紋の形は特異で, 両者が会合部で環状に連結してい
るが, 会合線に接することはない。また, 触角高の
上方に接する陥凹は深い孔状になる。 これらの点で
本種は911れれば同定を誤ることはない。 小型の個体
は他種と同様に背面の金褐毛が密になる。 加害植物
はウッギで同属の植物の多くにもつく。 束北地方中
部から九州にかけての地域に普通で, 対馬にも産し
中国山東省青島産の標本も検したので, 朝鮮にも当
然産するであろう。 私は1959年に本極の同定を誤り
「. 1'%edz' fa E. SAuNDERs, 1873 を本極の種名に
用いたが, これは前述の様に私の T. oυlfiormts
Y. KUROSAWA, l959マルガタチビタマムシとした
種類に用いられるべきで, 本種ではない。 それでは
本種の種名はと云えば,  日本本土から記i成 されたも
のでは T. japomca OBENBERGER, 1923 が最も古
いが, 対馬から記破された T tsushtmae OBEN-
BERGER, l922 の方が更に古いのでこの方が種名とし
て有効である。 私が1959 年以降1972年までtsushi-
maeとして来たものは後述する様に tsushimaeで
はなかった。   あれ程日本で徹底的に採集した G.
LEWISのことであるから本種も当然採集し記1較 して
いるだろうと第1 回の採集品に基く E. SAuNDERs
の1873年の記1破や G. LEWIS自身による l892 年
の記載を探し f回って, やっとそれらしい記收として
拾い出したのがzaedltaの記載で, それには, マル
カタチビタマムシの項で述べた通り, 先入観も大い
に関係していた。大英博物館に残っているG. LEWIS
の標本の中にはャナギチビタマムシの項で述べた通
り, 同種と混同された l 頭の標本があるだけである
和名は, j apomca にはニホンチビタマムシ, t su -

shimae にはッシマチビタマムシがあるが,  共に本
極に適当な種名とは思えない。 なお, 私が1959年に
本極と同種とした T. ornata THERY, 1934 (岡山
産) はパリ自然科学博物館にある模式標本を検した
が, やはり私の扱いが正しかった。

18. 「. υano ians E. SAuNDERs, 1873 ダン

ダラチビタマムシ分布 : 日本 (本州, 四国, 九州),
朝鮮, 中国。体長3.0~ 4. 1 mm, =fil l強, 前?a?背の
側縁は常に軽く孤状を呈し, 翅報の地色は黒色, 紫
色または店金色を帶びる。 翅華掾Aの毛は淡黄,  金褐
銀白の3 色からなり, その他に無毛のように見える
所には暗色の不明瞭な毛がある。加害植物はミズナ
ラ, カシワ,  コナラ, アベマキ,  クヌギなど落葉性
の Quercus 属の植物であるが, 暖地ではアカガシ
など常緑樹にもつく。 例によって, 原記載にも大英
博物館の模式標本のラベルにも共に Japan とある
だけであるが,  G.  LEWIS の第1 回の採集品であ
るから, 長崎付近か神戸付近で採集されたものであ
ろう。 東北地方から九州にかけて広く産するが, 個
体数はそれ程多いものではなく, 群がっているのに
出会ったことがない。 朝鮮や中国にも広く分布し,
私は朝鮮の雪岳山, 中国の南京, 杭州, 漸江省英干
山 (Mokanshan), 湖南省新化県などの標本を数頭
検した。 また, 中国山東省膠州 (Kiautschau) から

- 3 -
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記載された 「. ciaυzcor-
m S OBENBERGER, 1g1g
を私は記4交のみから1959
年に本種のシノニムと見
做したが, 1973年にその
模式標本を検し私の扱い
の間違いなかったことを
確かめた。1940年に三輪
勇四郎・ 中条適夫両博士
が同山から記録した T.
ciaυicorms も恐らくは
本種と同一種であろう。

19. 「. υt e a e Y .
KUROSAWA, 1959 ス ミ

レチビタマムシ 分布 :
日本 (九州)。 体長2.6 m
m, .!n色で多少腐金色を

第 30 図 ダンダラチ ビタ

-・ ムシ Tr ac11ysυar-
to la「I S E. SAUNDERS
(北ll �ﾙ,   H本 .属ヒ虫図
鑑, 1950)

l :びる。 準ｩ、に不明 1康な金灰色の短毛をまばらに散
布するが, 後方で不明l際な2 本の l,状を呈し, 両方
は会合部で速結する。 一見 T. pseudoscurobiculata
クロチビタマムシによく似ているが, やや 1平で, 翅
華1「iの点刻がそれ程粗大でない点で区別できる。 ,'、l、、 子
1・ ll鮪mが ,  1956年に鹿児島県長ll時f ,t で発見したス
レの1 極についていたi替it,氏Aを d司育し , 同年9 月
目に羽化させたものただ1 頭に基いて記載された i
類で, その後の採集記録が全くない。 スミレ科のよ
うな小 tif本につく 類があるとは全く意外であった。
大陸にも本極に近似した極類は全くなく , 九州特産
である。

20. T yanot Y. KUROSAWA, 1959 ヤ ノ ナ ミ

ガタ チビタマムシ 分布 : 日本 (北価111? , 本州,
佐渡,  四国,  九州), 事n.af,  中国。体長 2.6 ~ 4.2
m m, 地色は1,l・金色, 時に真flO  色や銅色を fびる。
準i'iは一面ﾔ1色毛にf' ｺ われ , その中に銀白毛から
る ftl1紋がある。 小型のものでは l 9地毛が淡色になり
銀白i?fが不明l?になる。 先に記した T griseofas-
cza f a E. SAuNDERs ナミガタチビタマムシに内fl似
するが, 地色が明るく , 毛も明るく , チョ コレート
色ではなく , 頭価の幅が狭く , 長さの約1.5 信であ
る点で区別される (ナミカタチビタマムシでは幅
広く, 長さの約2倍ある)。 詳しくは前号のナミガ
タチビタマムシの項を参照されたい。 加書獲' l物はケ
ヤキ。 以前より T gr'iseofasciata E. SAuNDERs,
l 873 ナミガタチビタマムシはケヤキにつく と記さ
れて来たが, これは本極の誤である。 本州, 四国で
は各地に普通で時に大発生することがあるが, 九州
では少なく , 中央山地に限って産する。 北限は東 vヒ
地方で, 青森l'にも産する様であるが, 北、i ﾉ通の産
否ははっきりしない。 大陸では :画.pN と中国には確
に産し, 私は'n鮮清l l':, 中国天津, 上海, 南京其他
産の多数の標本を検したが, 満洲やァムー ル産の標
本は検することは出来なかった。

21. T yoslitdai Y. KUROSAWA, 1959 ヨシダ

チビタマムシ 分布 : 日本 (九州)。体長 2.6 mm,

第 35 号 ( l976年10月)

T. υtelae スミレチビタマムシに似てやや 平, 店
金色で多少銅色を帶びる。 翅 は不明瞭な暗灰褐色
毛を散布し, 灰白色毛による斑紋がある。  一見 T
tokyoensts ヌスビトハギチビタマムシによく似て
いるが, 詳しく調べてみるとスミレチビタマムシに
驚く程似ていて, 主な相異は体色だけであることに
気付く。 加害植物はまだ判っていないが, 本種はス
ミレチビタマムシと同極ではないかと考えている。
吉l]]智昭氏が福岡市東区構崎の九州大学構内で1953
年9 月14 日に採集したただ l 頭の標本に基いて記,1111
されたものであるが, その後これに相当する標本を
見たことがない。

22. T. sp.  コウゾチビタマムシ 分布 :   日本
(本州, 四国.九州,対馬 ), 中国。 体長2.7~ 3.0 m m,
T. inedita  マルガタチビタマムシによ く 似てい
るが, やや1更型で1, i部が多少実出し, 頭腿の幅が長
さの約1.7 借 (マルガタチビタマムシでは約1.5倍)
などの点で区別できる。 また, 前的順板実起の形も
かなり異なる。加害i直物はコウゾやカジノキである
が,   稀にクワにつくこともあるらしい。  1959 年に
私は本種の種名に 「. ts s加mao OBENBERGER,
1922 を当てたが, 前述の通り tsushlmaeは私が
inedtta  としたァカ力'ネチビタマムシに当てなけれ
は'ならないことが同つた。 従って本極のlift名には目
下の所日本から記,成されたものの中には該当するも
のが見当らなく, 中国から記,fX  された極の中にも通
当なものがない。恐らく, 本種には新名が必要とな
るであろう。北は山形県から九州全域, 対馬にかけ
て広く分布し, そう1lt51な極類ではない。 中国では湖
北 ,'1岡, 湖南'とii?Ill、f産 ( いずれも白畑?' 太郎氏採
集) の各 l 頭を検したから, かなり広く分布してい
るものであろう。 ,:111解の標本はまだ検していないが
将来は多分記録されるであろう。 本極も食・lfi の近く
にあるヶヤキなどのi對度下で越冬する。

x II. Subfamily Mastogeni inae ケシツ ブタマ
ムシnl科

_It色の微小極ばかりを含み, 一見徴小なコメツキ
ムシかムクケ'キスイの様な感じのする和l類が多く ,
とてもタマムシとは思えないことがある。 しかし,
iX  部1 第 l,2 節は明らかに1, rl合しており, タマム
シ科の特徴を示している。 チビタマムシi[[i科に近い
が, 前1fl背後緑が直線状で全く渡fill しない点で一見
して)(別される。 小さなiI[i科で, 全世界に7 属を含
み, その中の Masfogeml e と Mlcrasfa属以外は
1 極ないし数極を含むだけである。 また上記21,4に
してもその極類は各20種足らずである。 大部分は南
北アメリカ大陸に分布が限られ, ごく例外的な少数
の属や和類がニュージーラン ド, オーストラリア,
アフリカ, マダガスカルなどに産するに過ぎない。
ヨ ーロッパとアジア全域からは, 現生極は1 極も知
られていなかったが,   1972 年に初めて屋久島から
Mastogentus 属のl 種が記,ll?された。  なお過去の
地質時代には,  この類がユーラシア大陸にも生息し
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ていたらしく, OBENBERGERはョー ロツパ北部のパ
ルチック琥珀の中から Mastogentus属の1 種を記
1械している。

43. Genus Mastogenius SoLIER,  1851 ケ シ

ツブタマムシ属
頭部は小さく , 複限は多少頭頂に向って収 し ,
触角は第4 節から鋸歯状になる。 翅報の基部はi裁断
状, 側縁は111部の後方で波曲することなく , ほとん
ど一直線, 背面に毛斑はない。 約l5種が知られてい
るが, その大部分は南アメリカから北アメリカにか
けて分布し, ごくわずかの種類が, アンチル諸島と
オーストラリアから知られているに過ぎない。 日本
からは次の l 種が1972年に記載された。

1. M. insPeratus Y. KUROSAWA, 1972 ケ シ

ツ ブタマムシ 分布 : 日本 (屋久島), 琉球 (沖縄本
島, 西表島)。 体長 2.35 mm, ffl色, やや細長,
前胸背側縁は孤状, 翅總の両側はほぼ平行。 加害植
物は未知。 木村 氏が1960年5 月21 日に屋久島尾の
間で採集したただ1 頭の標本に基いて記破されたも
のであるが, その後, 沖組本島名1 ・ ｩら記録され
私は西表島仲間川産 (1973年4 月9 日, 田添京二氏
採集) の1 頭を検した。 恐らく琉球列島全域に分布
するものと l,uわれる。

第31図 ケシツブタマムシ Mastog_-''1 us insPer alus
Y. Kし'ROSAWA

以上で本誌第1 号 (1968年2 月) から続けて来た
日本産タマムシ科の解説も一応終了したが, なにし
ろ, 最初に書き始めてから 8 年も経過しているので
いろいろ訂正しなければならない点や追加補筆した
い所も多い。 そこで, 次回をこれに当てて全部完了
したいと思う。 (国立科学博物館)

No 35 (Oct. 1976)
0ヤノナミガタチビタマムシの大発生
今年(1976) 8 月19 日に束京都青梅市の多摩川の調
査に行った折に, 河畔のケヤキの葉が黄ばんでいる
ので, 注意してみると, 何者かにほとんど葉脈を残
すだけくらいに食害されている。 以前山形県最上郡
及1立;f 「一ハ ' - ーレがーレノ ミゾウムシ Rynchaenus
mutabi lis BoHEMANの大群によって同様に食害さ
れていたのを見たことがあるので, このケヤキも同
様にノ ミゾウムシ類の加害と考え, 紹を校にかぶせ
て見たら, 入って来たのはなんとャノナミガタチビ
タマムシ Trac;ivs yanoi Y. KUROSAWA の大群
であった。 同所にあった数本のケヤキは全部落葉寸
前の状態までに本種の大群によって食害されていた。
それ以前に東京都庁よ り都下北多庫郡桧原村数馬で
本種が大発生をした旨の報せを受けていたが, 青梅
市でその大発生の実際に出会うまではこれ程の大群
とは考えてもいなかった。その後,  9 月8 日付の東明
日新間にも京部市 山でナミガタチビタマムシがヶ
ヤキなどに大発生し早紅葉となっているとの記事が
出た。 これもその文から推察するとやはりャノナミ
ガタチビタマムシの大発生と考えられる。 どうやら
本種の大発生は東京ばかりではなかったらしい。 本
種の幼虫には微小な寄生l降がっくが, 恐らく般薬の
空中搬布などによる寄生蜂の減少が本種の大発生を
1一 U発したのではないかと考えているが如何なるもの
であろうか。 (国立科学博物館, 黒沢良彦)

0上 島から未記録の甲虫類 ( 3 )
現在まで上量ｼ島産ゴミ �シ類に関する報告はオ
オサムシの記録以外は全く知られていない。 そこで
筆者は昨年同島において採集することが出来た下記
6 種のゴミムシ類を記録しておく。

1. C0lpodes japomcus MoTscH. ハラアカモ

リ ヒラタ ゴ ミムシ

l頭, 里, 28. iv. 1975.
2. ColPodes modestio'' BATES イ クビモリ ヒ

ラ タ ゴ ミ ム シ

1頭, 里, 30. iv.  1975.
3. Amara chatcites DEJEAN マル ガタ ゴ ミ ム

シ

1頭, 里, 28. iv.  1975.
4. Stenoto1)bus q‘tlnquepustulatus W I EDE-

M A N N イ ッホシツヤゴモクムシ

1頭, 里, 29. iv.  1975.
5. Anop1ogemus cyanescetts HOPE キペリッ

ヤ ゴモ ク ム シ

2頭, 里, 28. iv. 1975.
6. ebla calyco or a comztafa BATES ヒ メ

ア ト キ リ コ' ミ ム シ

2頭, 里, 30' i v. 1975.
なお, 末尾ながら同定の労をとられた須賀邦耀氏
に心から御礼中し上げる。

(松浦国芸高校, 吉田喜美明)
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オオキノ コムシ科の学名覚え書

中 根 猛 彦

日本のオオキノ コムシは中条道夫博士の著Fauna
Japonica, Erotylidae (1969) にまとめられている
が, 最近 S. M. IABLoKoFF - KHNZORIAN (1975)
は旧北区のオオキノ コムシに対する検索と知見を発
表し, 中条博士の著書からかなり大幅に引用しなが
ら, 一部学名を変更している。 私も多少気づいてい
ることもあるので, 併せて要点を紹介しておきたい

A acochf s sz'0z' rzc s REITTER, 1879=0edeh
HAROLD, l880 これは私 ( l958) も予測し,  中条
も同じ種ではないかと述べている。 I . - KHNzoRI AN

あっ し

は日本産は見ていないようである。 なお永并 氏が
採集された九州の個体にはほとんど青l諾i光沢がない
ものがある。

Pselaphandra JACOBSON, 1904 (type : Triptax
czm aOan a REITTER, 1879) = 「etrafr i a CHOJ0,
l969 ( type : acfyiofntoma z%orMta CHOJ0, 19
41) 両属のダイブ種を I.-K. は同種と考えているが,
日本産の方が一般に大形のようである。 いずれにし
ても両種はきわめて近いもので, 私は後種に用いた
属 Tetratrttoma ARROW, 1925 も恐らく同群かと
思われる。

Pseudotritoma GORHAM, 1888 ( type : Tritomi-
dea? mgrocructataCRoTcH, 1876) 中条も I .- K.
もこの属のタイプを P. Putchra GORHAMとしてい
るが, 原著指定は上の種である。 いずれにしてもこ
れらの種は短卵~半球形で強くふくらみ,  前胸板

(背面ではない) 中央は隆起し, 前端が尖るという
ことで日本産の極とはやや異なると思われる。  私
は British Museum (N. H ) で ARROW がタイ
プと比較したという mgrocruciata を見たが, 体
が円く短く, 前胸板には中央部を囲む条線がなく ,
触角球得は細く, 末節はあまり横長でなかった。や
はり日本産 (yasamatsm, coasoOnm, ac ta加 fs
など) は APorotritoma  に含めた方がょぃように
思われる。
「n toma FABR[cIUs, l 775 = Cyrtotn'piar

CROTCH, l 873 この両属はタイプ種が同じ bipus-
tutata FABRIclusであるが, はじめの Tritomaが
実はオオキノコムシでなかったとして中条は Cyr-
totni)lax  を採用した。  しかしコキノコムシでも現
在 Tritoma  は用いられておらず, 一般には T r i -
tomaはオオキノコムシとして用いられている。
I. - KHNZORIAN も Tr i toma を用いているが,
NeotnPlax LEWIS, l887 も同属に含め, N at r a-
ta LEWIS, に新名 T atratula I.-K. を与えてい
る。

「ntoma /uiaa (REITTER, 1879)= ? hodot n' -
t om a suf f laυa (LEWIS, 1887) I . - KHNzoRIAN
は両者のダイブを見て同種であるとし,  さらにこれ

第 35 号 (1976年10月)

を T r i toma に移している。 ・ t t l at) a を Rhodo-
tn toma に移したのは荒木束次 (1942) であるが,
確かにこの種に関しては 前腿節下縁の顯粒列の存
在を除くと ,   TriPlax との区別は難しいように思
われる。 Tritomaとは違う と思われるので, 果して
fultla が真に suf fla11a と同じかどうかやや疑い
がある。

CI'yPtoPhilus REITTER, l874 現在オオキノコム
シ科からコメツキモ ドキ科に移す方がよいとされて
いるが I . - KHNz oRI AN は前科に合めており,  検索
を示している。

I1otom arns gl isonotizoides (REITTER, 1874)
CryPtoPhi l us に入れて記1??され Toramlts として
図説されているが, 上記の属に含まれるらしい。

Cr tOp11ag s MadnSl gM加s MOTSCHULSKY,
1860 I . - KHNZORIAN はこの極に対しゥス リ一産
のNeotypeを指定した。  しかし,  この個体は記1波
とやや異なるし,   モスコー大学動物学博物館には
t ype と思われる標本があり , CryPtoilhagus と

Cr:y1)tel)hi lns の両方があることは既に述べた通り
(民虫と自然 7-10. 1972) で,  この指定は無効と思
われる。多分原記職はCryPtoPhagus の個体でなさ
れたと考えられるから, できればそのようにLecto-
type をきめたいものである。

Cry foP i f“s r ezf f en I. - KHNzoRIAN, 1975
C. propl nquu ' REITTER と同じ針にさしてあった
l 頭をタイプとして記 された。  この属の種はいず
れ調べなおす必要があるであろう。

(国立科学博物館)

0オオヒョウタンメダカハネカクシの採集例
オオヒ ョウタン メ ダカハネカク シ Di anous sht-

bat,n は1960年, 沢田高平博士によって八ヶ i i稲子
1要iを模式産地として記 された種で, 原色民虫大図
鑑II (1963, 北隆館) にも図示されている。 しかし
原記載後の採集記録は極めて◆しく佐藤光子 ( l968,
岩手県産輪翅目仮日録第 l 号, P. l2) によって岩手
県川井村区界が, また黒沢良彦・ 白畑11f,太郎 (1969,
朝日連峰総合学術調査報告, P.199) によって山形県
東明日連峰大井沢峠が分布地として記録されているに
過ぎない。 このことは本種の生息場所が不明瞭なこ
とと無関係ではないと考えられるが, 筆者は今夏多
数の本種を下記の如く 宮城県蔵王山において採集す
ることが出来たので報告しておく。
なお, これら採集個体は全て渓流の中や際の岩石
上で, しぶきでi需れている苔の中に生息していたも
ので, 苔をはがして水溜りに浸すか, あるいは苔に
水をかけるかしてはい出させて得たものである。

12頭, 後鳥幅子, 10. vi. 1976; 20頭, かもしか
温泉, 24. vii i976。 (仙台市, 渡辺 德)
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0日本未記録のクワガタムシ
日本産のクワガタムシ科は, 最近記載されたャク
シマオニ クワガタ P''z'smog a t1ms fo m' Y. K u-

RosAwA, 1975 を加えて31種, このうち琉球列島の
ネブトクワガタを細分すると 2 種增して33種となる。
云うなれば, 従来知られていた種類を多少水增しし
たに過ぎない。 ところが, ここに従来知られていた
どの種類とも誰が見ても全く異つた驚異的な種類が
日本産として登場することになった。 即ち次の種類
である。

Pnsmogmth1‘s daunc s (MoTscHULsKY,1860)
キンオニ クワカ' タ
アムー ルより記載された種類で,  この属の基本種
であるが, 満洲から華北, 朝鮮にかけて分布し, 最
近になって済州島にも産することが判った。 模式標
本は9 で, MetoPodontus dauncus として記1成され
たが, の方は同時に Prismognaihus suba neus
と云う新属新極で記lj  された。  しかし,  9  の記 i成の
方が1 頁先であったので,  9 の種名が残ることにな
った。

今回日本から記録される産地は下記の通りである。
1 -i , 対馬上島香木山, 1. ix.1973, 渡辺 徳採集。
1 X,  対馬下島電良山,  4.  viii .1973,  渡辺 徳
採集。
オニクワガタと同属であるが,  より大形 (大a思を
含むo の体長20~35mm) で, 大n?がずっと長く立
派である。 華中から記破され, 最近台湾の高地にも
いることが判った, タイヮンキンオニクワガタ P

daυtdis DEYRoLLE, 1878 によく似ているが, 大a3
がより細長い。
この様な大型極がなせ 今まで知られていなかった
のか不思議であるが, 恐らくは, 余り採集者の入れ
ない深山にのみ残存し, そのうえ, 発生期が日本の
オニクワ力 タと同様に8 月から 9 月にかけてで晩く ,
採集者の余り訪れない季節であるためであろう。 と
あれ,  日本のファウナにこの様な大型の甲虫を加え
られたこ とを ぶと共に, 採集者渡辺 徳氏に深甚
の1歡意を表したい。
なお, 対馬のクワカ'タムシについては,  もう l 種

キンオニク ' ' ガタ 左 : ｲ f木山産 中 : 電良山産6
右: 朝.eに・f [11-Ill産9

No 35 (Oct.  1976)

口本のファウナに加えられるかも知れない。 対馬か
らはまだミヤマクワガタ類の記録がないが, 九州大
学農学部所蔵標本の中に対馬下島内山産の一頭の
がある (25. vii i930, HoRI & CHo採集)。一方
細鮮半島にはチョウセンミヤマクワガタ Lucanus
dyboωskyz PARRY, 1873 が広く分布している。 こ
の種類は日本のミヤマクワガタの の大肥の基部の
歯の長い型 f n a k anei Y . KUROSAWA, 1976 に

よく似ているが, 額上の上方に向く突起がない点で
区別される。 しかし,  9 では両種を区別する明瞭な
区別がない。 従って,  l 9 だけでは対馬のミヤマク
ワガタが,  日本と朝鮮のどちらの種類に属するか判
定することは困難である。将来, 対馬でミヤマクワ
ガ タ の が採集された折にそれがチョウセンミヤマ

クワガタである可能性も大いにあるわけである。
(国立科学博物館, 黒沢良彦)

0アヤフヒゲナガゾウ石垣島に産す
アヤフヒケ'ナガゾウ l t oce r s c o m m m's JOR-

DANは台湾に産し, 我国においては奄美大島よりIll
美亜種 . c o m m ms amamza ms SHIBATA が知
られているのみで, 同島以外からは原亜種, 本亜種
ともに採集報告はない。

筆者は石.t日島にて, 本種を採集しているので報告
しておく。

l , 27. vi i i976, 高橋隆信採集 ,・ 5 ・) 3 9
9 , 28. vi i i976, 筆者採集。
上記の個体は, 倒木 (樹種不明) および表弱木に
生じた菌類に飛来したものを採集した。
石1口島産の本種は原if_ 極と;lei 美亜極の中間的な形
態で, 上翅斑紋, 体色ともに両亜種とは異なってい
る。 (和歌山県有田郡, 的場 續)
0山梨県日野春でオオキノコゴミムシ採集
オオキノコゴミムシLi()jlteraerolytoides BATES

は一般に稀なゴミムシとされているが, 山梨県の低
地で採集されたので報告しておく。 本極の太平fT側
の採集例は珍しいものとのことである。

3頭, 山梨県北巨1準郡日野春~穴山間,  1. vi ii .
1976, 高桑正敏・ 小野直史採集。
クヌギ林を夜間見回って, 太いクヌギの 弱木の

根元近くに静止しているものを得た。 この表弱木に
商類の付着は認められなかったが, 上方には樹液が
出ており, あるいはこの樹液に集まったものかもし
れない。 (神 '川l口高座郡, 小田義広)
0二セべ=コメツキの記録
ニ セ ペ ニ コ メ ツ キ Pleonomus makiharai OHIRA

は, 原 氏がl969年4 月18 日に西表島のゴザli1-で
採集された1 雄個体に基づいて 年大平博士によっ
て記ll\  された種で �るが , その後の記録はない B
かしながら筆者の手許には未記録地から採集された
本種の雌の個体があるので報告しておく。

1 , 沖繩本島与那 ・岳,  21.  v . l976,  小笠原
隆採集。
末筆ながら費重な標本をご恵与下さった小笠原隆
氏にお礼中し上げる。 (束京理ﾆ大,  鈴木 亙)
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0標本害虫異変
私は職務がら年中民虫標本を相手にしているが,
いつも困らされるのはヒメマルカッオプシムシAn-
threnus t, ,rbasci LINNE である。 ちょっと油断す
ると容赦,-f く針とラベルだけの無残な姿にしてしま
う。  しかも , 被害を受けるのは大抵珍品ときている
からたまったものではない。  ところが最近になって,
ここに新たな害虫が加つて来た。 ジンサンシパンム
シ Stegobium Pantceum LINNEである。 この種類
は以前から乾燥した植物質を食べることが知られて
おり, 朝鮮人?i, 大黄などの高価な薬車を食い荒す
ので, またの名をクスリヤナカセとも云われていた。
従って 物標本の大害虫でもあったが, 加害対照物
は値物質のものばかりで, 動物質のものを食べる例
は知られていない。  ところが, 最近になって, 私の
室でこの虫が昆虫標本につきだして困っている。 ヒ
ョウホンムシと異つて針を刺した標本につくことは
余りなく , もつばら三角紙包みの標本や展脚板に1較
せてあるものに限られるが, などでは展超板にあ
る間に の基部や板上の翅1派を食い荒すので台なし
になってしまう。 以前に, これも余り標本にはっか
ない,  コク :又ストモドキ T r ibot ium c as t ane uln

HERBST が三角紙包みの標本について大被害を受け
たことがあるが, これはいっの間にかいなくなって
しまった。シパンムシの方もIll一くいなくなることを
希望しているが, 近くに供給源があることもあって
なかなかいなくならない。
これとは逆な例に, ナガヒョウホンムシ Pt inus

iaPontcus R EI T TER が大 についた例や ヒ メ ヒ ョ

ウホ ンムシ Pt inus hi rte11tts STRUM が油?自につ
いた例などがあるが,  ヒョウホンムシ科の種類は l

物質にもつくことが知られているから, それ程特筆
すべきものではないであろう。大 ' iなどの蛋白質は
虫にとっては動物蛋白と同様であるのかも知れなく
私は]946年に海水に1,1・ って腐敗した大ri を?「i かした
ものに多数のルリェンマムシ SaPrtnus sPe o s u s

ERlcHSON, マルマメ ェンマムシ GnathonCtts nanus
ScRIBA, ア カ ク ビ ホ シ カ ム シ Mecro6za rz‘f lco is
FABRIc IUs, ルリホシカムシ Ko「ynetes Coo; u lleus
DEGEER など, 通常は率z操した動物質に来るl「1虫
が多数来ていたのを見たことがある。

( 国立科学l専物館, 黒沢良彦)
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= <連 絡・ 報 告> =
◇採集会報告 本会初の試みである採集会は予定
通り 7 月23~25 日, 宮城県蔵王山かもしか温泉を根
拠地として実施されましたが, その折には下記の22
名の方々 が参加されました。 幸連にも採集期間中は
連日の好天に恵まれ, 参加者それぞれが少なからぬ
珍品商1種を採集することが出来. 全員満足の体でl,'
途につきました。 中でも若年の某タマムシ愛好者は
前日他の採集者におさえられたェサキキンヘリタマ
ムシを採集するため了,定のパスを遅らせて炎一-のも
とでの大 囲, その結果かくかくの較果を収め満面
徴笑をたたえての御帰還だったとは, 上野.駅で偶然
出会った会員からの語でした。
なお, この採集会実施に当っては本会々 l lの渡辺
徳氏に一方ならぬ御世話になりました。 ここに改め
て同」;(1の御厚情に対し心から感謝中し上げます。

参加者氏名 ( A B C順, 敬称略)
同部光?l?, ?大山y1洋, f原 l l?生, 川辺 111;, 小ll也
l t. , 小宮義f章,  小宮義行,  黒沢良彦, i田誠,J,
桜l l:  持'1, 尾俊lfl 清水昭平, lf業原明彦, 白知1 l
太郎, i f 'i邦耀, 鈴本1;- j、, 竹内i‘1011_, 田野口 -i-彦
「 ﾆ原一秀 渡辺徳, 渡辺 明, 渡辺義汎。 (渡辺記)

甲虫談話会
会i ( 1 力年) 1000円, 次号は12月中旬発行J,定,

投和i / 切は11 月15 日。
発行人 黒沢良彦
発行所 甲1;t'淡話会 東京都台東区上野公国

国立科学博物館動研究部内
電話 (、364) 2311,振11 j東点 60664

昆虫の器具は 「志賀昆虫」 へ
日本ではじめてできた有頭111:.虫金l- ! !
l , 2 , 3 , 4 , 5号 (各号 100本 l60円)

なお, 無頭針00号もできました。 その他, 採集
標本整理用各種器具も取指11えてあります。
〒 l50  束京都渋谷区渋谷1 丁目7 - 6
電 話 03) 409 -6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129

志賀昆虫普及社
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ミ t 解 . j
ドイツ型概、l本構 木製大 'f 4,500, 桐合板11 製インロー型標本描中 ￥ 1, 400, 送料一箱にっ 1

都内及第一地1素 :  3簡以下￥1  ,200,-4  イ固以上￥8
(以下同様), 第2 地帶￥1,400, ￥950, 第3 地帯
￥ l ,600,￥1,050・ 其他, 各 器具, 針などを製作
販売してます。カタログを御請求下さい。 (￥140)
タ   ツ    ミ   製 作 所
〒 113 東京都文京区i場島 2-21-25
電 話 (03) 811 - 454';'
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